
多様なステークホルダーの英知を結集し、DXにより多様な価値を協創する

Society 5.0でサステイナブルな資本主義を確立

DXを通じた
新たな成長

働き方の変革 地方創生

グリーン成長の
実現

国際経済秩序の
再構築

生活者との価値協創

ヘルスケア、学び、サプライチェーン、
行政のDXにより生活者の体験価値を最大化
国際展開を通じて新たな成長を実現

働き手との価値協創 地域社会との価値協創

国際社会との価値協創

個人の価値創造力が最大限発揮
され、社会全体の生産性が向上
ワーク・ライフ・バランス改善
による出生率回復もあいまって
持続的成長を実現

｢2050年カーボンニュートラル」を目
指すべき社会の姿として掲げ、国を挙
げてイノベーションの創出に挑戦
技術の展開で世界のグリーン化に貢献

地方ヘの人材還流が進み、
多様な主体が地方で価値を協創
エコシステムが地方成長の核に
レジリエントでサステイナブル
な地域経済社会を実現

主体的に経済安全保障を確保しつつ、
自由貿易投資体制の拡大・深化を主導
国際連携のもとグローバルな課題解決に
取り組むことで、国際的な持続成長を実現

サステイナブルな
資本主義の確立

地球の未来との価値協創

DXにより生活者が暮らしやすさを実感する社会

柔軟な働き方や
多様で複線的な
キャリアが実現する社会

わが国の主体的な関与により
グローバルに連携する社会

地方の強みを活かし
価値を生み出し続ける社会

地球環境の持続可能性と
豊かな生活が両立する社会

Society 5.0の実現

=
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2030年の未来像

2030年にわが国および世界において
実現したい未来像を、
5つのステークホルダーとの

価値協創を軸として描く


